



















































































































四角形A′ B′ C′ D′は視点がO′のときの立方
体正面の正方形の見え方をあらわす。そして四角
















　こうして出来た四角形E′ F′ G′ H′が立方体
背面の正方形を一点透視図法によって表した図と
いうことになる。そして、図形A′ B′ C′ D′










































いうことになる。そして図形A″ B″ C″ D″
E″ F″ G″ H″は視点がO″のときの一点透
視図法による立方体の見え方を表した図とい
うことになる。（図12）
図12　立方体背面の正方形を描く
4．まとめ
　一点透視図法を使って立方体を作図しようとす
る場合、まず問題になるのは立方体正面の正方形
の、視点の移動による縦方向及び横方向への収縮
であった。この収縮を反映させて描くためには、
まず縦方向の収縮の調整を行う。そして視点が正
方形の両側辺の外側に移動したときは、この正方
形に横方向の収縮を加えるという2段階の調整を
加えればよい。
　次に問題となるのは立方体背面の正方形の位置
をどのように設定するかであった。手順としては
まず、視点が正方形の両側辺の間にある場合の位
置（正面の正方形からの距離）を確定する。そして
視点が正方形の両側辺の外側に移動したときでも
この位置関係をそのまま利用すればよい。
　これまで一点透視図法による立方体の作図は、
その大部分が作図者一人ひとりの経験の積み重ね
によって養われたバランス感覚によって描かれて
きたわけであるが、今回ここで示してきた作図方
法を使えば、より正確な立方体の作図が可能とな
ると考えられる。
5．今後の課題
　今回示した立方体の作図方法をより簡易的なも
のにするために、視点の位置の変化に伴う立方体
正面の正方形の縦方向・横方向の収縮率や、背面
の正方形までの距離の変化などを数量的に検証し、
法則性を見出すことによってこの作図方法に利用
できないかどうか検討していきたいと考えている。
そしてその法則性に基づくより簡易的な作図方法
を見出していきたいと考えている。
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